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が
や
が
や
話
し
な
が
ら
そ
れ
で
も
な

く
,
し
'
蝣
i
r
.
:
.
蝣
<
:
;
+
:
'
'
'
」
:
.

㍉
:
J
'

,
'
'
'
2
(
-
蝣
'

蝣
亘
:
-
J

ど
れ
に
も
共
通
し
て
い
る
こ
と
(
も
の
)
は

-
i
Z
-
r
>
"

(
;
蝣
;
-
.
;
v
v
j
-
m
-
^
v
三
∴
'

!
蝣
・
>
>
?
-
蝣
.
つ

た
が
'
よ
ほ
ど
抵
抗
を
感
じ
る
よ
-
だ
っ
た

C
.
'
.
」
へ
寸
。
)

○
プ
リ
ン
ト
私
が
朗
-
J
t
i
-

○
ど
-
し
て
も
'
共
通
点
の
つ
か
め
な
い
八
、

は
「
言
J
I
.
∵
こ
1
~
‥
'
;
;
r
:
;
-
J
y
O
'

の
動
物
の
死
の
う
ち
で
も
っ
と
も
印
象
に
残

1
-
^
"
'
J
'
_
,
∴
〔
い
て
V
-
J
^
J
r
-
C
∴
-
s
'
J

5
・
2
　
「
増
の
崎
に
て
」
の
J
V
-
n
雛

「
風
立
ち
ぬ
」

「
赤
　
　
虹
」

と
の
比
較
に
お
い
て
1

ユ
ノ
＼
;
-
蝣
-
-
.
;
j
¥
)
'
蝣

(
蝣
蝣
蝣
'
蝣
-
;
蝣
蝣
'
蝣
∴
　
　
　
　
∴
工
　
.
 
-
-
 
'
;
-
蝣
;
v
)

O
「
死
」
に
つ
い
て
　
か
れ
た
も
の
。

0
-
w
I
.
'
い
・
1
作
-
r
-
r
.
 
'
<
x
.
 
'
!
!
!
:
・
い
w
-

r
J
∵
"
蝣
I
ト
F
>
-
)
.
;
"
　
小
言
:
.
 
'
"
-
 
-
-
'
"
*
-
-
i
い
f
r
j
r
卜
-
?
'
:
)

O
^
'
.
 
-
v
^
t
　
　
　
に
つ
い
て
o

r
J
㌻
　
　
　
∴
蝣
'
J
'
い
¥
J
C

O
自
分
の
問
題
と
し
て
貰
出
さ
せ
た
も
の
。

(
特
異
な
も
の
)

以
下
へ
説
明
を
本
文
に
結
び
つ
け
て
い
く
.
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ト

感
想
文
を
i
:
i
d
ん
で
。

○
巌
剣
さ
に
打
た
れ
た
-
ひ
と
り
ひ
と
り
の
心

の
l
競
わ
れ
。
よ
か
っ
た
o

O
今
日
十
三
人
の
発
表

名
前
を
発
表
　
-
　
心
の
つ
な
が
り
.
で
き
る

た
く
さ
ん
の
人
の
を
　
み
た
い
.
で
て
こ
な

か
っ
た
人
は
私
は
ど
の
項
目
に
は
い
る
か
考

え
て
み
て
ほ
し
い
。

○
『
死
』
に
つ
い
て

-
「
死
」
に
い
た
る
ま
で
の
命
を
た
い
せ
つ
に
。

(
三
つ
の
比
較
が
で
き
な
く
て
「
域
の
略
に

て
」
だ
け
を
と
り
あ
け
た
も
の
が
多
い
。
)

i
-
T
v
i
 
v
.
:
;
-
前
　
里
P
i
m
 
i
.
1
j
^
r
-
:
-
.

2
「
死
」
そ
の
も
の
に
つ
い
て

…
　
　
　
　
言
;
　
目
上
」
蝣
1
　
C
J
-
r
-
 
-
'
?
;
指
己

S
R
I
幸
田

3
限
界
を
生
き
る

2
5
各
務
　
開
校
躍
　
5
3
早
坂

5

～に前の守l
▼チl

一

V
(
7
㌫
h
へ
-
;
蝣
;
i
_
 
'
∵
<
i
j
w
:
>
-
＼
　
)

い
主
　
上
い
う
'
'
-
Y
¥
f
作
小
^
y
^
i
j
i
t
i
-
Z
)

2
 
9
〓
　
　
-
.
;
;
>
j
_
 
-
-
'

○
死
に
対
す
る
封
し
み
(
作
者
の
心
境
)

t
O
M
t

怯
作
品
に
即
し
て

0
-
"
1
-
i
^
O
(
㍑
J
‥
叶
)

v
.
蝣
蝣
蝣
/

c
l
-
蝣
中
小
ほ
n
-
;

0
小
声
.
蝣
:
"
-
.
'
-
i
J
J
*
f
-
i
き
(
わ
」
)

i
.
T
・
Z
i
-
1
し
い
;
}
蝣
-
:
:

ニ

死
と
の
戦
い
。

J
j
-

t
i
t
さ
'
T
i
-
1
し

「
「
赤
蛙
」

「

r

-

.

1

」

i
n
-
2
　
禁
江
田
　
3
5
減
船
　
t
o
森
島

「
木
の
葉
」

i
n
-
s

O
偶
然
(
い
も
り
の
死
)
軸
牧
野
　
3
伊
藤
迂

*
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∵
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服
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はv- '-l!.
い
て
い

↑

死4
)(生)監

牛
蝣
'
蝣
'
;
て
い

る
。
(
掘

る
。
)

-
3
V
>
・
'
-
汁
,
I
 
L
,
 
・
す
i
C
'
i
^
f
"

(
生
へ
の
執
請
へ
苦
し
み
)

い
も
り
-
偶
然
に
交
配
さ
れ
る
。

-
/
:
?
(
あ
わ
-
J
-
Y
:
'
-
∴
し
さ
。
)

「
生
き
て
い
る
こ
と
」

「
生
命
の
認
識
」
一
.
'
配
置

○約-;蝣蝣-.ijい

C
~
 
:
:
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こ
し
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(
-
・
-
う
「
・
・
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'
-
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.
∴
.
こ

き
は
)
Z
^
H
 
m
m
i
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川
E
1
.
:

5
・
柑
　
お
し
ま
い
ま
で
。

ハ
:
:
蝣
)
'
蝣
T
」
め
。
持
∴
i
:
i
つ
r
-
i
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^
i
-
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「
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:
-
:
-
-
j
f
:
∴
へ
C
Z
'
ア
!
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仰
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"
-
J
.
J
w
ユ
小
蝣
-
>
'
蝣
'
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;
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-
-
 
'
∵

(
壇
r
-
¥
i
)
　
ハ
】
誓
い
　
　
　
い
い
!
-
r

本

i
n
-
2
　
宗
現

(
卜
∵
T
t
 
c
-
;
.
-
言
　
で
)

C
J
こ
ま
か
い
r
>
・
y
t
　
<
-
薫
t
∴
・
,
'
"
'
t
-
I
黒
沢

5
 
6
中
村

○
そ
の
も
の
に
な
り
き
る
　
3
1
京
念

誓
嵩
八
っ
人
;
j
:
;
p
y
r
,
;
:

1
㌔
ら
-
>
-
J
I
V
:
^
し
て
<
¥
+
'
蝣

∵
・
-
.

5
・
2
『
死
に
つ
い
て
』

2
「
生
あ
る
も
の
の
悲
し
み
'
そ
れ
は
「
死
」
で
も
ろ
も
生
あ
る
も
の
だ

f
T
l
L
十
㌧
1
-
-
'
T
?
-
T
て
や
-
蝣
;
'
J
.
い
「
・
J
-
J
」
と
い
う
・
v
r
o
.
+
<
'
芋
や
.
'
.
'
-
,
'
'

の
に
決
定
的
に
や
っ
て
く
る
。
私
は
「
死
」
が
い
つ
か
は
く
る
と
思
い
な
が

ら
も
へ
そ
れ
が
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
'
な
に
か
遠
い
と
こ
ろ

に
存
在
す
る
も
の
だ
ろ
-
と
琴
見
て
.
い
た
が
'
こ
れ
ら
を
読
ん
で
み
て
'
生

あ
る
も
の
が
、
い
か
に
は
か
な
い
も
の
な
の
か
が
捕
盾
さ
れ
た
o
そ
れ
ぞ
れ

の
八
が
'
「
死
の
堅
」
に
い
つ
も
た
る
か
も
し
れ
な
い
o
明
日
か
も
今
日
か

し
-
,
M
'
-
一
蝣
.
'
<
?
「
汁
」
、
.
J
C
亘
」
㍗
い
‥
い
ム
*
0
:
-
'
*
」
,
蝣
.
∩

う
O
『
城
の
鴫
に
て
』
に
出
て
-
る
t
.
ね
ず
み
」
は
現
が
厚
く
、
「
い
も

り
」
*
'
蝣
-
-
-
い
L
は
っ
・
〇
一
:
,
c
m
・
'
C
∵
い
,
'
,
r
.
は
と
中
‥
し
,
T
z
y
^
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く
'
そ
れ
か
ら
の
が
れ
よ
-
と
力
の
限
り
戦
い
へ
円
ら
傷
つ
き
な
が
ら
も
'

「
生
.
)
㌣
∴
め
¥
>
v
H
l
i
い
.
+
!
÷
‥
^
-
'
'

-
:
^
'
S
:
'
:
¥
:
-
誉
'
,
'
r
f
J
ュ
し
い
く
r
;
で

あ
る
。
私
は
r
い
も
り
」
の
死
が
う
ら
や
ま
し
い
気
が
す
る
O
私
は
こ
の
よ

ぅ
に
苦
し
ま
な
い
で
死
ね
た
ら
い
い
と
も
思
-
。
」
(
2
3
加
藤
恵
)

3
「
1
生
き
る
-
ー
こ
の
三
人
が
そ
れ
ぞ
れ
な
に
も
の
か
の
死
を
見

て
'
自
分
自
分
の
ク
牢
ざ
て
い
る
ク
と
い
う
自
党
を
決
」
'
て
し
て

自
分
も
一
つ
の
生
き
も
の
で
あ
る
た
妙
に
'
や
が
て
死
と
い
-
も
の
を
受
け

ね
ば
な
ら
な
い
と
、
死
へ
の
お
そ
れ
,
ま
た
品
か
さ
を
感
じ
て
い
る
よ
う
に

思
う
.
(
中
路
)
自
殺
を
知
ら
ぬ
動
物
へ
そ
し
て
そ
の
動
物
は
'
自
分
の
生

'
蝣
'
J
て
い
る
限
蝣
-
,
」
-
蝣
i
川
苦
-
.
し
蝣
<
:
'
蝣
L
f
.
)
い
い
言
は
い
隼
-
-
'
j
よ
う
J
J
-
^
.
"
.
い

て
い
る
r
J
(
中
¥
1
)
-
'
は
-
・
;
/
/
j
;
:
:
;
i
Z
'
.
'
.
J
-
'

,
:
嘉
l
C
.
)
∵
」
蝣
f
.
-
1
;
i
る
が
、
こ
の

三
つ
の
作
品
を
跳
ん
で
み
ん
な
埜
ざ
る
こ
と
へ
そ
の
限
界
の
中
で
,
せ
い

い
っ
ぱ
い
牢
ざ
る
こ
と
を
琴
見
て
い
る
の
だ
と
思
い
へ
な
に
か
は
す
か
し
く

な
っ
て
き
た
。
(
中
指
)
死
の
恐
れ
へ
寂
し
さ
に
う
ち
か
っ
て
へ
自
分
の
限

∵
∴
-
f
∴
∵
】

こ
の
ク
ラ
ス
の
特
徴
に
も
三
つ
の
作
品
の
共
通
点
を
考
え
る
と
い
-
こ
と
か

ら
'
「
死
」
と
い
-
こ
と
に
つ
い
て
の
罫
i
=
を
喚
起
さ
れ
た
も
の
が
日
だ
っ

た
0
番
目
が
'
そ
れ
な
り
に
註
剣
な
感
想
文
を
苔
い
て
い
る
よ
う
に
見
う
け

・
-
C
-
」
t
だ
o

i
n
・
i
d
吋
里
と
い
う
‥

「
三
つ
の
作
品
の
ど
れ
を
読
ん
で
も
'
な
ん
と
な
く
人
に
迫
っ
て
く
る
よ
う

な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
'
「
死
」
と
い
う
も
の
に
近
づ
い
た
か
ら

こ
そ
、
あ
れ
だ
け
の
も
の
が
書
か
れ
た
の
だ
と
思
-
o
病
気
は
一
垣
の
哲
学

者
み
た
い
だ
0
-
い
わ
ば
へ
病
気
が
あ
れ
だ
け
の
小
説
書
U
か
せ
た
の
だ

と
思
う
。
」
(
6
1
牧
野
朕
)

蝣
a
n
*
肖
ほ
四
B
i

「
三
つ
の
作
品
と
も
'
作
者
が
病
斑
に
あ
る
と
い
-
か
優
駿
で
な
い
時

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

に
誓
い
た
も
の
で
あ
る
ら
し
く
'
死
を
見
つ
め
る
こ
と
に
よ
り
隼
u
u
る
と
い

-
気
持
ち
を
共
通
し
て
も
っ
て
い
る
と
感
じ
た
.
『
風
立
ち
ぬ
』
の
中
で
,

ク
自
然
が
ほ
ん
と
う
に
R
J
し
い
と
思
え
る
の
は
'
死
ん
で
い
こ
う
と
す
る
者

の
眼
だ
け
だ
ク
　
と
書
か
れ
て
い
た
が
'
こ
れ
は
枝
の
二
つ
の
作
品
で
も
言

っ
て
い
る
L
'
私
も
こ
の
註
見
に
問
感
す
る
。
(
中
略
)
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
挙
え
て
い
る
と
、
目
撃
祈
と
か
へ
大
関
に
飼
わ
れ
て
い
る
犬
,
間
な
ど
の

動
物
に
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べ
'
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っ
と
も
役
に
立
た
ず
'
か
え
っ
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誓
l
な
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よ
う
な
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物

の
死
を
流
し
て
、
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の
た
-
ま
し
い
雲
間
力
を
,
私
た
ち
八
m
は
,
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っ
と
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摺
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べ
き
だ
と
思
う
0
死
を
見
つ
め
る
こ
と
に
上
り
,
生
き
る
と
い
-
f
c
i

味
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挙
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る
こ
と
は
大
切
な
こ
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だ
'
私
は
三
つ
の
作
品
を
読
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で
,
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。
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「

と
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に

『

赤

虹

』

と

『

城

の

略

に

て

』

の

書

き

方

は

'

す

べ

て

に

お

い

て

似

て

い

る

と

感

じ

た

.
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と

つ
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と

つ

の

生
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に
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が
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に
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を
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が
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を
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に
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と
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る
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感
じ
さ
せ
て
く
れ
た
。
」
　
(
1
 
6
問
戸
)

肖
　
『
城
の
時
に
て
』
だ
け
の
痘
思
文
(
s
の
ば
あ
い
)

c
:
・
:
-
㍗
)

「
城
の
崎
に
て
」
を
読
ん
で
感
じ
た
こ
と
考

え
た
こ
と
を
碧
く
0

ォ
ー
8
　
感
想
文
を
書
く
。
(
下
書
き
の
あ
る

も
の
チ
ラ
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杓
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生
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(
モ
チ
ー
フ
の
具
体
化
)

2
2
坂
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2
?
か
三
名

2
生
き
て
い
る
も
の
の
生
死
と
運
命

6
5
吾
田
　
ほ
か
二
名

3
生
き
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寂
し
さ
生
き
よ
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す
る
努
力
の
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問
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。
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介
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。

ヽ
ノ

3

こ
の
ク
ラ
ス
は
'
比
較
的
ス
ッ
キ
リ
い
っ
た
。
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流
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独
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ら
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を
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入
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わ
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と
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